
徳島河川国道事務所と徳島県では、今年も、梅雨前線による集中豪雨や本格的な台風シーズ
ンを控え、排水ポンプ車の操作に習熟するための訓練を合同で実施します。

訓練を合同で実施する意義は、排水ポンプ車を保有する者同士がお互いの技能を向上・研鑽
する場も兼ねることにあり、今回で１１回目の合同訓練になります。

最近では、平成２６年８月の台風（１１号、１２号）、同年１０月の台風（１９号）におい
て、県内各所に出動し内水排除に活躍しました。
また、平成２３年３月に発生した東日本大震災の被災地において、津波により浸水した被災

地の排水作業に、徳島河川国道事務所からも排水ポンプ車が派遣され、関係業者の協力のもと
震災後の復興に役立ったのも記憶に新しいところです。

「 訓　練　の　概　要 」
【 】

◆平成２９年５月３１日（水）　９：００～１５：００  （小雨決行）
【 】

◆吉野川市鴨島町知恵島地先「吉野川市鴨島運動場」・・・添付地図参照
（吉野川右岸、阿波中央橋下流の河川敷）

【 】
○国土交通省

（排水ポンプ車） （照明車）
◆ １５０m3／min １台 ◆ ２５kVA４×２ １台
◆ 　６０m3／min ２台 ◆ ２５kVA４×４ １台
◆ 　３０m3／min ２台

○徳島県
◆ 　３０m3／min ２台

【 】
○国土交通省職員 ○徳島県職員 ○関係業者

【 】
○吉野川沿川の各自治体（市町）にも見学を呼びかけています。
○報道関係者の現地取材は１０～１１時頃が最適時間です。

国土交通省徳島河川国道事務所では現在までに７台の排水ポンプ車を導入配備しており、那
賀川河川事務所が保有する３台、並びに徳島県が保有する４台を合わせると、現在、徳島県下
には合計１４台の排水ポンプ車があります。
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（国土交通省・徳島県　合同）
「排水ポンプ車操作訓練」を実施します。
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〈問い合わせ先〉

参 加 者

そ の 他

平成29年5月24日

国 土 交 通 省 徳 島 河 川 国 道 事 務 所
徳島県 県土整備部 東部県土整備局

　　本施策は、四国広域地方計画「NO.1南海トラフ地震を始めとする大規模自然災害等への
「支国」防災力向上プロジェクト」の取組に該当します。



 出典：国土地理院ホームページ(http://www.gsi.go.jp/)

出典：徳島河川国道事務所が所有する河川管理基図
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排水ポンプ車 排水準備作業

訓練全景 排水作業中

昨年度の訓練実施状況


